
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 
職業能力形成プログラム（有期実習型訓練）

のモデルカリキュラム集 
■ 

 

 

平成 21 年度作成業種（5 業種） 
 

 ■ マテリアル・ハンドリング業 

 ■ 在宅介護業 

 ■ プラスチック製品製造業 

 ■ 鍛造業 

 ■ 軽金属製品製造業 

本冊子に掲載したモデルカリキュラムは、有期実習型訓練を導入・活用する企業が

独自カリキュラムを作成する際の参考として、または相談支援ツールとして作成した

ものであり、モデルカリキュラムと訓練計画の認定とは無関係であることにご留意く

ださい。 

また、このモデルカリキュラム作成にあたっては、有期実習型訓練の基本型の要件

（平成２０年７月時点）に基づき、業種毎に活用することを前提に作成しています。  



※本冊子に掲載したモデルカリキュラムのデータは、職業能力開発総合大学校 能力

開発研究センターホームページ「職業能力開発ステーション サポートシステム」の

「カリキュラムモデル検索」よりダウンロードできます。 

http://www.tetras.uitec.ehdo.go.jp/CurriculumModel/ 

 

 

 

※厚生労働省ホームページ「モデル評価シート・モデルカリキュラム 一覧表」からもダウン

ロードできます。 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/jobcard05.html 
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【活用事例１】 ＯＪＴの前にＯｆｆ－ＪＴの実技時間を増やし技能を習得させるための変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）に短縮した変更例 
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【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 ＯＪＴの前にＯｆｆ－ＪＴの実技時間を増やし技能を習得させるための変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）に短縮した変更例 
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【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 ＯＪＴの前にＯｆｆ－ＪＴで外部研修機関の研修を活用した変更例 
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【活用事例２】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 3ヵ月間（215時間）で、ホームヘルパー2級取得のための訓練に特化した変更例 
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【活用事例２】 3ヵ月間（215時間）で資格取得者（ホームヘルパー２級）を対象とした訓練の変更例 
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【活用事例１】 射出成形の訓練に重点をおいた変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）で射出成形の訓練に特化した変更例 
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【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 二次加工と組立ての訓練に重点をおいた変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）で二次加工の訓練に特化した変更例 
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【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 熱間プレス型鍛造の基礎作業への対応とした訓練を行なう変更例 
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【活用事例２】 3ヵ月（215時間）でハンマー形鍛造後工程の基礎作業の訓練を行なう変更例 

 



  

－38－ 

【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 時間数と教科内容の変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）に短縮した変更例 
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【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 ＯＪＴの教科内容を詳細化した変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）に短縮した変更例 

 



  

－46－ 

【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 
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【活用事例１】 品質管理の訓練内容を削除した変更例 
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【活用事例２】 経験者の方を対象に訓練期間を 3ヵ月（215時間）に短縮した変更例 
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【活用事例３】 6ヶ月間（960時間）の就業時間を、すべて訓練時間にした変更例 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 
職業能力形成プログラム（有期実習型訓練）

のモデルカリキュラム集 
■ 

 

 

2009 年度 資料シリーズ 31-1、31-2「有期実習型訓練カリキュ

ラム作成のためのモデルカリキュラム集（No1、No2）」より訓練

カリキュラムのみを抜粋したものです。 
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